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B2)胸部食道癌治療 をこおける術前血清CEA,
CA19･･･-9 および SSC測定の意養

田遺 匡 ･小向慎太郎
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目的 :胸部食道癌症例における術前血清鷹癌マ-カ-

測定の意義を検討する.対象 ･方法 :術前 CEA,CA19増,

SCC讃Fl定の行われた胸部食道癌症例254例を対象とし,

臨床病理学的所見および予後との関係を検討した.結果 ニ

(1)切除と非切除,治癒切除と非治癒切除,分化癌と未

分化癌で腫療マーカー陽性率に差はなかった.(2)外挟

浸潤, リソバ節転移,静脈 ･リソバ管浸襲陽性例の SCC

陽性率は各45.5% (25/55),41.7% (25/60),41,8%

(23/55),43.9% (29/66)であり,陰性例の各16.0%

(8/50),17.8% (8/45),20.0% (10/50),10.3% (4/

39)に比 し有意に高かった.(3)CEA,CA19-9とこ

れら臨床病理学的因子との間に有意な相関はみられなかっ

た.(4)治癒切除例中 SCC陽性例の切除後予後は累積

3盤率71%で,陰性例の81%に比し有意に不良であった.

(5)CEA,CA19-9と予後との問に有意な相関はみら

れなかった.結論 :術前血清 SCC測定は胸部食道癌の

厳癌進展評価および予後予測に有用である.

B3)肝細胞癌の診断に対す る AFP と P王V-

KA-Ⅱ のとくにその限界についての検

討
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【日的】肝細胞癌の診断に対 して AFPと Pn･1くA-Ⅲ

の着周性とその限界について検討 した,

【対象および方法】対象は肝細胞癌75例である. その

肉眼分解 (画像所見)では塊状型24例,ぴまん型10例,

結節塑41例であった.血清 AFPは 20mg/mi以上,

血祭 P王VKA-Ⅱ (従来法)は 0.law/ml以上を陽性

とし,高感度 PIVKA-正 測定法 (ェ-ザイ ED戎08)

ではO.0081､LLを陽性とLた.

【結果】し11AFPおよび PI＼rIくA-llの併用iこ上る

肝細胞癌に対する陽性率は81%であった.

し2)高感度 pI~VKA-Ⅲ 測定法による肝細胞癌の陽性

率は87%であった.

(3)AFP および高感度 P王VKA-Ⅱ 測定法による

587

PrVKA-fZによる肝細胞癌に対する陽性率は92%であっ

た.

り) F̂Pおよび高感度測定法による PlVK̂ -11陰

性の6症例は全例結節塾であり肝細胞癌結節塾の-部の

症例に現在の腫轟て-力-の限界が考えられた.

B4)乳癌術後再発のモニタリソグと しての鷹

揚マ-カ-
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1991年から当科では乳癌症例の血性腫癌マーカ…を

コンピュータ管理 し,それを初発再発発見および治療に

応周 してきた.乳癌関連腫療マーカー CEA,CA15-3,

ST439,BCA225の4穫幣をコソビネィショソアッセ

イし 肇は露患者1,975人より術前値と術後3か月毎の18,212

採血,65,712ポイソトを集箪 した,現在,腰痛マ…カ-

は初発再発発見はもちろん化学療法の効果判定において

も独立 した診断方法として認められていない,当科では

follow-up時に鷹痴マ-カー憶が3回連続 して上昇した

場合,それを再発とみなして通常の啓発治療と同様に治

療 してきた.治療対象37人中,CR例はわずか7例であ

るが PR例も臨床再発までの期間を延長できた.CR例

が実際には再発例でなかったという疑問は残る.しかし,

現在の化学療法は敵中転移巣にしか期待できず,その観

点から術後補助療法は重要であり,画像診断以前の腫痴

て-カ-を指厚とする治療を広義の補助療法と解釈すれ

ば有用な治療法と言える.

B5)拭毛癌寛解判定における腫痴マ-カ-

hCG の有用性 と問題点

青木 陽一 ･吉谷 徳夫
∴ 言∴ ∴

総毛癌の治療成績はここ10年ほどの間にめざましい向

上をみせている.この繊毛癌治療成績の向上に寄与した

もcpTIの 11として.hLmlallehorionicgonadotropil1仙 -

CG)の腰痛マ--カ-としての存在を挙げることができ

る.繊毛癌を含む繊毛性疾患をこおいては,病勢と非常に

よく相関 しており,その治療効果判定寛解判定に有用な

腫轟ワ-カ-である.今回当料のおける過去26年間の繊

毛癌症例64例を通 し,hCG 測定法をこ伴 う寛解判定基準

の変遷,さらに治療成績の向上-の寄与をこついて述べる.


